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ユダヤを去って、またガリラヤへ行かれた。しかし、イエスはサマリヤを通過しなければ

ならなかった。そこで、イエスはサマリヤのスカルという町においでになった。この町は、

ヤコブがその子ヨセフに与えた土地の近くにあったが、そこにヤコブの井戸があった。イエ

スは旅の疲れを覚えて、そのまま、この井戸のそばにすわっておられた。時は昼の十二時ご

ろであった。ひとりのサマリヤの女が水をくみにきたので、イエスはこの女に、「水を飲ま

せて下さい」と言われた。 弟子たちは食物を買いに町に行っていたのである。すると、サ

マリヤの女はイエスに言った、「あなたはユダヤ人でありながら、どうしてサマリヤの女の

わたしに、飲ませてくれとおっしゃるのですか」。これは、ユダヤ人はサマリヤ人と交際し

ていなかったからである。イエスは答えて言われた、「もしあなたが神の賜物のことを知り、

また、『水を飲ませてくれ』と言った者が、だれであるか知っていたならば、あなたの方か

ら願い出て、その人から生ける水をもらったことであろう」。女はイエスに言った、「主よ、

あなたは、くむ物をお持ちにならず、その上、井戸は深いのです。その生ける水を、どこか

ら手に入れるのですか。あなたは、この井戸を下さったわたしたちの父ヤコブよりも、偉い

かたなのですか。ヤコブ自身も飲み、その子らも、その家畜も、この井戸から飲んだのです

が」。イエスは女に答えて言われた、「この水を飲む者はだれでも、またかわくであろう。し

かし、わたしが与える水を飲む者は、いつまでも、かわくことがないばかりか、わたしが与

える水は、その人のうちで泉となり、永遠の命に至る水が、わきあがるであろう」。女はイ

エスに言った、「主よ、わたしがかわくことがなく、また、ここにくみにこなくてもよいよ

うに、その水をわたしに下さい」。イエスは女に言われた、「あなたの夫を呼びに行って、こ

こに連れてきなさい」。女は答えて言った、「わたしには夫はありません」。イエスは女に言

われた、「夫がないと言ったのは、もっともだ。あなたには五人の夫があったが、今のはあ

なたの夫ではない。あなたの言葉のとおりである」。女はイエスに言った、「主よ、わたしは

あなたを預言者と見ます。わたしたちの先祖は、この山で礼拝をしたのですが、あなたがた

は礼拝すべき場所は、エルサレムにあると言っています」。イエスは女に言われた、「女よ、

わたしの言うことを信じなさい。あなたがたが、この山でも、またエルサレムでもない所で、

父を礼拝する時が来る。あなたがたは自分の知らないものを拝んでいるが、わたしたちは知

っているかたを礼拝している。救はユダヤ人から来るからである。しかし、まことの礼拝を

する者たちが、霊とまこととをもって父を礼拝する時が来る。そうだ、今きている。父は、

このような礼拝をする者たちを求めておられるからである。神は霊であるから、礼拝をする

者も、霊とまこととをもって礼拝すべきである」。女はイエスに言った、「わたしは、キリス

トと呼ばれるメシヤがこられることを知っています。そのかたがこられたならば、わたした

ちに、いっさいのことを知らせて下さるでしょう」。イエスは女に言われた、「あなたと話を

しているこのわたしが、それである」。 


